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は
じ
め
に

北
海
道
開
拓
記
念
館
（
現
北
海
道
博
物
館
）
に
美
術
史
担
当
の
学
芸
員
と
し
て
勤
務
し
、

二
〇
〇
六
年
七
月
に
五
十
歳
を
目
前
に
し
て
亡
く
な
っ
た
林
昇
太
郎
さ
ん
に
、
蝦
夷
地
の
地

引
網
漁
の
様
子
を
描
い
た
絵
に
つ
い
て
の
論
文
（
以
下
、
林
論
文
）
が
あ
る（
1
）。

論
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
、
下
北
半
島
の
北
部
、
風
間
浦
村
易
国
間
に
あ
る
大
石
神
社
の

本
殿
に
掲
げ
ら
れ
た
「
蝦
夷
地
・
場
所
図
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
絵
馬
だ
（
絵
の
写
真
は
本
紀

要
表
紙
、
ま
た
は
林
著
書
の
口
絵
4
を
参
照
）。
幕
末
に
蝦
夷
地
の
ど
こ
か
の
漁
業
拠
点
を

描
い
た
と
思
わ
れ
る
こ
の
絵
馬
に
つ
い
て
、
林
さ
ん
は
「
ど
こ
を
描
い
た
も
の
か
」
を
問
い
、

探
求
を
重
ね
た
が
、
答
え
に
行
き
着
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
最
近
、
私
は
た
ま
た
ま
こ
の
絵
馬
と
よ
く
似
た
光
景
を
描
い
た
絵
と
出
合
っ
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
こ
の
絵
が
樺
太
西
海
岸
の
エ
ン
ル
モ
コ
マ
フ
（
西
富
内
、
日
本
領
期

は
真
岡
、
現
在
は
ホ
ル
ム
ス
ク
）
を
描
い
た
も
の
だ
と
考
え
る
に
至
っ
た
。
こ
の
経
緯
を
記

す
と
と
も
に
、
林
さ
ん
の
考
察
の
延
長
上
に
今
後
の
課
題
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。

林
論
文
は
こ
の
絵
馬
一
点
に
つ
い
て
「
ど
こ
を
描
い
た
も
の
か
」
を
問
う
に
と
ど
ま
ら
ず
、

こ
の
絵
を
含
め
て
蝦
夷
地
の
地
引
網
漁
の
様
子
を
描
い
た
多
く
の
絵
の
そ
れ
ぞ
れ
が
「
何
を

獲
っ
て
い
る
の
か
」
を
問
い
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
絵
が
ど
の
よ
う
な
蝦
夷
地
イ
メ
ー
ジ
を
伝

え
た
の
か
を
問
う
て
い
た
。
こ
の
問
い
の
広
が
り
が
こ
の
論
文
の
魅
力
だ
と
言
っ
て
も
良
い

だ
ろ
う
。
本
稿
も
そ
れ
ら
の
問
い
を
意
識
し
て
は
い
る
が
、
叙
述
の
範
囲
は
「
ど
こ
を
描
い

た
も
の
か
」
に
ほ
ぼ
絞
る
こ
と
に
す
る
。

な
お
、
本
稿
で
は
、
先
行
研
究
者
の
名
に
「
さ
ん
」
を
付
け
て
記
し
た
部
分
が
あ
る
。
学

術
的
な
研
究
成
果
の
報
告
と
し
て
作
法
を
逸
脱
し
て
い
る
か
と
も
思
う
が
、
本
稿
の
性
格
上
、

私
に
は
他
に
記
し
よ
う
が
な
か
っ
た
。
こ
の
点
、
お
ゆ
る
し
い
た
だ
き
た
い
。

一	

絵
を
見
比
べ
る

（
一
）
大
石
神
社
の
絵
馬

林
論
文
に
よ
っ
て
大
石
神
社
の
絵
馬
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
て
お
く
。

画
面
の
寸
法
は
九
二
・
七
×
一
五
三
・
五
㎝
で
、
そ
れ
に
飾
り
金
具
が
施
さ
れ
た
漆
塗
り
の

額
縁
が
ま
わ
さ
れ
、
全
体
の
寸
法
は
一
〇
五
・
六
×
一
六
六
・
二
㎝
。「
安
政
二
乙
卯
年
六
月

吉
日
」「
文
嶺
画
」
の
書
込
み
、「
願
主　

能
登
伊
助
」
の
貼
紙
な
ど
か
ら
、
一
八
五
五
（
安

政
二
）
年
六
月
に
地
元
出
身
の
能
登
（
高
橋
）
伊
助
に
よ
っ
て
奉
納
さ
れ
た
こ
と
、
作
者
は
、

山
形
出
身
の
絵
師
、
早
坂
文
嶺
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

画
面
は
、
手
前
に
海
面
、
中
ほ
ど
に
運
上
屋
と
思
わ
れ
る
大
き
な
建
物
を
中
心
に
い
く
つ

も
の
建
物
が
あ
る
平
地
、
遠
景
に
山
を
配
す
る
。
そ
し
て
、
砂
浜
で
は
ア
イ
ヌ
を
含
む
人
々

が
地
引
網
漁
を
し
て
い
る
様
を
描
く
。

林
論
文
は
、
画
面
に
描
か
れ
た
要
素
に
、
1
〜
22
の
番
号
を
付
し
、
そ
の
一
つ
一
つ
を
丁

寧
に
観
察
し
て
文
章
に
記
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
内
容
を
ま
と
め
、
さ
ら
に
論
を
進
め

る
都
合
上
、
新
た
に
23
〜
25
の
番
号
を
付
し
て
、
図
1
と
表
1
に
示
し
た
。

林
さ
ん
の
探
求
は
、
見
取
図
の
よ
う
に
描
か
れ
た
景
観
は
、
ど
こ
か
特
定
の
場
所
を
描
い

た
も
の
と
考
え
る
こ
と
に
発
す
る
。
そ
の
通
り
だ
と
思
う
。
私
に
は
、
ま
る
で
平
面
図
を
参
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考
に
し
つ
つ
描
い
た
か
の
よ
う
な
、
説
明
的
な
絵
だ
と
思
わ
れ
る
。

表1　「蝦夷地・場所図」に描かれた要素

1 神社 木造の鳥居。奥に石造の鳥居。柵を回した中に本殿。柵の周囲に樹木
2 畑 畝のようなもの。1カ所に門が設けられた柵が囲む
3 アイヌの集落 家屋9棟、高床倉庫5棟、クマ檻が1棟
4 アイヌの集落 家屋6棟、高床倉庫3棟、クマ檻1棟。物干し？
5 漁のための番屋？ 物見櫓や物干しのようなもの（網干用？）が隣接
6 圧搾機と釜場? 魚粕を製造するため
7 地引網を引き揚げている一群 網を引く33人と音頭取り1人
8 舟 2人のアイヌが乗る
9 舟 2人のアイヌが乗る
10 舟 和人とアイヌが1人ずつ乗る
11 漁を見守る和人2人 傍らにアイヌ1人と犬2匹
12 圧搾機と釜場? 魚粕を製造するため
13 運上屋 すぐ隣に高札場
14 貯木場 魚粕製造の燃料などに用いる薪のため
15 柵 アイヌの集落を隔てる。2カ所に門
16 埋立地のようなもの 護岸が施され、建物2棟（うち1棟は蔵？）
17 樋 池の対岸の沢から水を引く
18 対岸に渡る橋 そこからのびる道は19まで続く
19 稲荷神社 赤い鳥居
20 漁の番屋？ 側には物干しのようなもの（魚干し用？）
21 22を隔てる柵 境界は曖昧
22 アイヌの集落 家屋や高床の倉庫が建つ
23 蔵 3棟
24 蔵 7棟ほど
25 蔵 8棟ほど

出典）1～22は林論文をもとにし、23〜25を補った

図1　「蝦夷地・場所図」絵馬の細部の検討
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（
二
）
村
垣
淡
路
守
範
正
の
記
録

さ
て
、「
こ
の
絵
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
ど
こ
か
」
と
い
う
林
さ
ん
の
問
い
は
、
私
を
ふ

く
め
て
林
さ
ん
の
周
辺
に
い
た
者
の
心
に
残
り
、
蝦
夷
地
の
情
景
を
描
い
た
絵
に
接
す
る
と

き
、
記
憶
の
な
か
の
こ
の
絵
馬
の
画
面
を
思
い
浮
べ
て
見
比
べ
る
こ
と
が
よ
く
あ
っ
た
。

今
回
私
が
端
緒
を
見
つ
け
た
と
き
も
、
そ
う
だ
っ
た
。

二
〇
一
六
年
十
一
月
に
、
漂
着
物
を
主
題
と
し
た
当
館
の
展
示
会
に
合
せ
て
「
文
書
の
な

か
の
「
漂
着
」
を
め
ぐ
っ
て
」
と
題
し
て
話
す
機
会
が
あ
り
、
そ
の
素
材
は
な
い
も
の
か
と

何
冊
か
の
本
を
何
気
な
く
め
く
っ
て
い
た
。
そ
の
う
ち
の
一
冊
が
、『
大
日
本
古
文
書　

幕

末
外
国
関
係
文
書　

附
録
之
七
』（
2
）。
私
が
眺
め
て
い
た
の
は
、「
幕
末
外
国
関
係
文
書
」

の
附
録
二
か
ら
七
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
村
垣
淡
路
守
公
務
日
記
」
の
、
さ
ら
に
附
録
に
当

る
部
分
。
附
録
一
「
道
の
枝
折
」
は
、
箱
館
奉
行
に
任
じ
ら
れ
た
村
垣
が
一
八
五
四
（
安
政

元
）
年
に
蝦
夷
地
を
巡
見
し
た
際
に
個
人
的
に
記
し
た
も
の
で
、
和
歌
や
現
地
で
描
い
た
と

思
わ
れ
る
写
生
画
を
多
く
含
ん
で
い
る
。

目
に
留
ま
っ
た
の
は
、
見
開
き
二
頁
に
ま
た
が
る
「
ヱ
ン
ル
モ
コ
マ
フ
」
の
絵
だ
（
図

2
）。
樺
太
南
部
の
西
海
岸
。
一
見
し
て
、「
似
て
い
る
」
と
思
う
。
ま
さ
か
、
と
思
い
つ
つ
、

『
林
昇
太
郎
美
術
史
論
集　

ア
イ
ヌ
絵
と
そ
の
周
辺
』
を
本
棚
か
ら
取
り
出
し
、
口
絵
写
真

の
大
石
神
社
の
絵
馬
と
見
比
べ
て
み
る
。

二
点
の
絵
は
、
全
体
の
構
図
が
似
て
い
て
比
べ
や
す
い
。

手
前
に
海
面
が
あ
り
、
中
ほ
ど
に
平
地
が
あ
っ
て
そ
の
向
こ
う
に
山
が
あ
る
。
山
か
ら
流

れ
て
来
た
川
が
、
平
地
の
右
側
で
海
に
注
ぎ
込
む
。
平
地
の
左
右
の
山
の
重
な
り
具
合
も
何

と
な
く
は
似
て
い
る
。

建
築
物
に
も
共
通
性
が
大
き
い
。
以
下
、
図
1
と
表
1
で
設
定
し
た
番
号
を
括
弧
内
に
示

し
つ
つ
、
両
者
を
照
合
し
て
み
る
。
大
石
神
社
の
絵
馬
を
《
絵
馬
》、
図
2
の
村
垣
の
絵
を

《
村
垣
》
と
略
記
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

平
地
の
中
央
附
近
に
は
運
上
屋
が
（
13
）、
川
の
河
口
の
左
（
右
岸
）
に
は
物
見
櫓
を
と

も
な
っ
た
建
物
が
あ
る
（
5
）。
そ
の
左
に
は
魚
粕
加
工
用
と
思
わ
れ
る
構
造
物
が
並
ぶ

（
6
）。
運
上
屋
の
右
に
は
木
柵
で
囲
っ
て
何
か
を
保
管
し
（
14
）、
そ
の
右
に
は
蔵
が
数
棟

図2	 村垣淡路守『道の枝折』より「ヱンルモコマフ」　『大日本古文書　幕末外国関係文書　附録之七』344–345頁より

山田伸一　下北半島風間浦村、大石神社の「蝦夷地・場所図」はどこを描いたものか﻿
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あ
る
（
23
）。
川
の
右
側
（
左
岸
）
に
は
鳥
居
を
二
つ
も
つ
神
社
が
あ
り
（
1
）、
そ
の
左
に

は
柵
で
囲
っ
た
畑
ら
し
き
も
の
が
見
え
る
（
2
）。
運
上
屋
の
裏
、
や
や
左
の
山
を
中
腹
ま

で
階
段
を
上
っ
た
と
こ
ろ
に
も
神
社
が
あ
る
（
19
）。
運
上
屋
の
裏
手
（
24
）
と
、
左
側
の

奥
（
25
）
に
も
数
棟
の
蔵
が
あ
る
。「
夷
家
」
と
文
字
を
書
き
込
ん
だ
ア
イ
ヌ
家
屋
三
棟
が

川
の
左
側
に
あ
る
（
4
）。
文
字
の
書
き
込
み
は
な
い
が
、
運
上
屋
の
左
、
画
面
の
端
近
く

に
描
か
れ
た
四
棟
の
家
屋
の
描
き
方
も
こ
れ
と
よ
く
似
て
い
て
、
ア
イ
ヌ
家
屋
を
表
現
し
た

も
の
の
よ
う
に
見
え
る
（
22
）。

か
な
り
の
共
通
性
が
確
認
で
き
る
。
だ
が
一
方
で
、
違
い
を
指
摘
で
き
る
部
分
も
少
な
く

な
い
。
山
の
輪
郭
や
重
な
り
具
合
に
は
、
似
て
い
る
部
分
も
あ
る
が
、
ぴ
っ
た
り
同
じ
と
ま

で
は
い
か
な
い
。《
絵
馬
》
に
は
川
に
二
本
の
橋
が
架
か
っ
て
い
る
が
、《
村
垣
》
に
は
一
本

だ
け
。《
村
垣
》
も
全
体
に
海
が
湾
入
し
て
い
る
よ
う
な
海
岸
線
を
描
く
が
、《
絵
馬
》
が
示

す
河
口
左
側
が
特
に
海
に
張
り
出
し
た
よ
う
な
地
形
は
表
現
し
て
い
な
い
。《
村
垣
》
で
は

川
の
右
の
神
社
の
左
に
小
山
が
、
川
の
す
ぐ
左
に
畑
ら
し
き
も
の
が
表
現
さ
れ
る
が
、《
絵

馬
》
に
は
な
い
。《
絵
馬
》
は
川
の
右
に
も
ア
イ
ヌ
家
屋
を
多
く
描
く
が
（
3
）、《
村
垣
》

に
は
な
い
。
左
端
の
ア
イ
ヌ
家
屋
と
の
間
を
仕
切
っ
て
い
る
木
柵
（
21
）
も
《
村
垣
》
に
は

な
い
。
建
物
の
数
や
そ
の
相
互
の
位
置
関
係
な
ど
に
も
違
い
が
あ
る
（
例
え
ば
23
）。

似
て
い
る
と
思
う
か
ら
似
て
見
え
る
、
他
人
の
そ
ら
似
の
よ
う
な
も
の
か
、
と
も
思
う
が
、

《
村
垣
》
が
ご
く
簡
単
な
素
描
で
あ
る
こ
と
や
、
両
者
が
描
か
れ
た
年
代
に
一
年
と
は
い
え

差
が
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
比
較
だ
け
で
結
論
を
出
す
の
は
早
過
ぎ
る
だ
ろ
う
。

林
論
文
を
改
め
て
読
ん
で
、「
画
面
の
上
方
に
位
置
す
る
池
の
よ
う
な
も
の
は
、
こ
の
場

所
の
特
徴
的
な
要
素
の
ひ
と
つ
で
あ
る
」
と
い
う
記
述
に
気
づ
く
（
一
九
六
頁
）。
私
の
記

憶
の
な
か
の
《
絵
馬
》
の
画
面
か
ら
は
、
こ
の
池
の
存
在
は
落
ち
て
い
た
。
位
置
の
同
定
を

し
よ
う
と
す
る
と
き
、
こ
の
池
は
非
常
に
重
要
な
手
が
か
り
と
な
る
。

も
う
一
度
《
村
垣
》
を
見
る
と
、
運
上
屋
裏
手
の
神
社
へ
と
続
く
階
段
の
手
前
に
、
短
い

斜
め
の
線
が
三
本
、
ほ
ぼ
平
行
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
橋
だ
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
橋
で
は
な
い
と
し
た
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
引
い
た
こ
の
線
は
何
な
の
か
？

（
三
）
松
浦
武
四
郎
の
記
録

大
石
神
社
の
絵
馬
の
奉
納
年

に
近
い
時
期
に
、
樺
太
西
海
岸

を
旅
し
た
記
録
は
な
い
か
。
す

ぐ
思
い
浮
ぶ
の
は
、
松
浦
武
四

郎
だ
。
彼
は
一
八
五
六
（
安
政

三
）
年
、
幕
吏
向
山
源
太
夫
に

従
っ
て
樺
太
を
旅
し
て
い
る
。

手
近
に
あ
っ
た
秋
葉
實
翻

刻
・
編
の
『
松
浦
武
四
郎
選
集
』

を
取
り
出
し
て
め
く
る
と
、
そ

の
第
三
巻
が
こ
の
と
き
に
松
浦

が
現
地
で
記
し
た
手
控
を
掲
載

し
て
い
る（
3
）。
以
下
、
こ
れ

を
《
武
四
郎
手
控
》
と
略
記
す

る
こ
と
に
す
る
。

松
浦
は
、
七
月
四
日
か
ら

二
十
八
日
に
か
け
て
エ
ン
ル
モ

コ
マ
フ
に
滞
在
し
た
。《
武
四

郎
手
控
》
に
は
、「
エ
ン
ル
モ

コ
マ
フ
図
」
と
し
て
、
同
地
の

様
子
が
平
面
図
の
形
で
記
さ
れ

て
い
る
（
図
3
）。
運
上
屋
を

中
心
と
し
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
右
に
川
が
あ
っ
て
手
前
の
海
へ
と
流
れ
込
む
と
い
う
お
よ
そ

の
位
置
関
係
は
、
当
然
な
が
ら
《
村
垣
》
と
共
通
す
る
。
簡
略
な
図
だ
が
、《
絵
馬
》
に

あ
っ
て
《
村
垣
》
に
な
か
っ
た
も
の
の
い
く
つ
か
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
目
を
見
張
っ
た
。

以
下
、
対
応
す
る
《
絵
馬
》
中
の
要
素
を
、
例
に
よ
っ
て
表
1
と
図
1
の
番
号
で
示
す
。

図3　松浦武四郎『手控　辰四』より「エンルモコマフ図」　松浦武四郎記念館所蔵
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画
面
左
端
の
一
群
の
「
エ
ソ
ヤ
」（
蝦
夷
家
）

の
右
に
、
運
上
屋
の
附
属
施
設
と
の
間
を
仕
切
る

よ
う
に
柵
が
見
え
る
（
21
）。
柵
に
は
門
が
設
け

ら
れ
て
も
い
る
。
ま
た
、
川
に
は
二
本
の
橋
が
架

か
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
そ
し
て
、
運
上
屋
の
背
後

に
あ
る
池
の
よ
う
な
も
の
。
そ
こ
に
は
橋
が
渡
さ

れ
（
18
）、「
イ
ナ
リ
」（
19
）
に
至
る
階
段
へ
と

続
く
。
池
の
内
部
の
右
寄
り
に
は
、
方
形
の
島
の

よ
う
な
も
の
が
あ
り
（
16
）、
そ
こ
に
建
物
三
棟

が
建
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
川
の
右
側
（
左
岸
）
の

「
弁
天
」
と
記
さ
れ
た
神
社
（
1
）
よ
り
上
流
に

ア
イ
ヌ
家
屋
（「
エ
ソ
ヤ
」）
が
あ
る
（
4
）。

細
部
に
も
《
絵
馬
》
と
共
通
す
る
点
が
あ
る
。

運
上
屋
の
右
に
あ
る
囲
い
の
中
に
は
「
木
」
と

あ
っ
て
、
林
論
文
が
貯
木
場
だ
ろ
う
と
見
た
の
と

合
致
す
る
（
14
）。
池
に
渡
す
橋
と
見
た
梯
子
状

の
線
の
右
に
は
、
こ
れ
と
並
ん
で
細
い
平
行
線
が

引
い
て
あ
り
、
そ
の
下
の
文
字
は
「
水
」
と
読
め

る
。
林
論
文
の
「
池
の
対
岸
の
沢
か
ら
水
を
引
い

て
い
る
樋
」
と
合
致
す
る
（
17
）。
先
に
見
た

「
イ
ナ
リ
」
は
稲
荷
神
社
を
指
す
の
だ
ろ
う
。
林

論
文
は
19
の
神
社
を
「
鳥
居
が
赤
い
の
で
稲
荷
神

社
だ
ろ
う
」
と
記
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。

こ
の
手
控
に
対
応
す
る
松
浦
の
日
記
に
『
廻
浦

日
記
』
が
あ
る（
4
）。
こ
の
日
記
は
文
章
に
加
え

て
同
じ
場
所
を
北
側
か
ら
俯
瞰
す
る
よ
う
に
描

い
た
絵
図
を
掲
載
し
て
い
て
（
図
4
）、
周
辺
の

自
然
景
観
も
含
め
、
よ
り
広
い
視
点
か
ら
全
体
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
山
川
に
強
い

関
心
を
持
つ
松
浦
の
こ
と
だ
け
あ
っ
て
、
山
の
形
や
重
な
り
具
合
な
ど
は
、
よ
く
特
徴
を
捉

え
て
描
い
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。《
村
垣
》
や
《
武
四
郎
手
控
》
で
は
平
地
の
左
端

に
少
し
描
か
れ
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
ア
イ
ヌ
家
屋
は
、
往
還
に
面
し
て
家
と
倉
が
向
き
合
う

よ
う
に
並
び
、
北
に
連
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

全
体
の
地
形
の
特
徴
と
し
て
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
海
岸
線
が
湾
曲
し
て
い
る
こ
と

だ
。
河
口
部
左
（
右
岸
）
の
海
へ
の
張
り
出
し
は
、
多
少
は
認
め
ら
れ
る
が
《
絵
馬
》
ほ
ど

で
は
な
い
。

『
廻
浦
日
記
』
の
文
章
か
ら
は
、
エ
ン
ル
モ
コ
マ
フ
の
状
況
に
つ
い
て
、
彼
の
簡
略
な
絵

図
で
は
表
現
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
全
体
に
は
、
陸
地
は
海
に

対
し
て
「
戌
亥
」（
＝
北
西
）
向
き
で
あ
り
、「
南
は
ホ
ン
エ
ン
ル
ン
（
弁
天
の
酉
）、
北
は

ヲ
ニ
チ
ウ
ホ
の
岬
に
対
し
て
其
間
小
湾
を
な
し
」
と
す
る
。

以
下
に
引
く
部
分
は
、《
絵
馬
》
と
の
比
較
検
討
に
特
に
役
立
ち
そ
う
だ
。

	

番
屋
一
棟
（
梁
八
間
半
、
桁
廿
間
半
）、
板
蔵
十
八
棟
、
茅
蔵
四
棟
、
稲
荷
の
社
（
梁

二
間
、
桁
三
間
）
後
ろ
の
山
の
手
に
有
。
此
処
下
に
小
沼
有
て
、
其
に
橋
を
架
た
り
。

弁
天
社
一
棟
（
梁
二
間
、
桁
五
間
）
川
（
巾
五
間
有
）
の
西
に
有
。
石
の
鶏
栖
、
燈
篭
、

瑞
籬
等
美
々
敷
、
内
に
は
額
絵
馬
様
の
も
の
を
懸
る
。
荘
厳
其
辺
を
照
し
、
左
右
に
金

毘
羅
、
八
大
竜
王
を
祭
る

こ
こ
か
ら
も
、
山
の
手
に
あ
る
稲
荷
神
社
の
手
前
に
「
小
沼
」
が
あ
っ
て
橋
を
架
け
て
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。

注
目
し
た
い
の
は
、
蔵
の
数
だ
。《
絵
馬
》
に
は
、
運
上
屋
（
こ
の
引
用
文
で
は
「
番
屋
」）

に
付
随
す
る
建
物
を
合
計
二
二
棟
ほ
ど
描
い
て
い
る
。
松
浦
が
、
絵
図
中
で
は
「
塩
切
小

屋
」「
出
張
運
上
」「
切
通
小
屋
」
な
ど
と
呼
ん
だ
建
物
と
の
関
係
が
は
っ
き
り
し
な
い
が
、

全
体
の
お
よ
そ
の
数
は
、
ほ
ぼ
合
致
す
る
。
ま
た
、《
絵
馬
》
で
は
、
蔵
か
と
思
わ
れ
る
建

物
の
な
か
に
草
葺
き
を
描
写
し
た
と
思
わ
れ
る
も
の
が
三
〜
五
棟
あ
る（
5
）。
こ
の
数
も

図4	『竹四郎廻浦日記　廿』より「エンルモコマフ眺望の図」　北海道大学附属図書館北方資料室所蔵
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「
茅
蔵
四
棟
」
と
い
う
『
廻
浦
日
記
』
の
記
述
に
近
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
川
の
右
側
の
神
社
（
弁
天
）
に
つ
い
て
石
の
鳥
居
、
燈
篭
、
瑞
籬
（
垣
根
）
な
ど

を
備
え
る
と
す
る
描
写
は
、《
絵
馬
》
に
描
か
れ
た
神
社
（
1
）
の
姿
と
ぴ
っ
た
り
重
な
る
。

松
浦
の
二
点
の
絵
図
に
は
畑
が
描
か
れ
て
い
な
い
が
、『
廻
浦
日
記
』
に
は
「
川
の
南
岸

畑
作
よ
く
出
来
、
大
根
・
蕪
、
関
東
筋
の
者
よ
り
よ
し
。
然
し
最
早
大
根
は
此
頃
よ
り
薹
立
、

中
に
は
筋
入
り
し
也
」
と
あ
っ
て
、《
絵
馬
》
が
川
の
右
に
描
く
大
規
模
な
畑
の
様
子
と
合

致
す
る
。

松
浦
の
絵
図
・
文
章
に
よ
る
記
録
と
《
絵
馬
》
の
間
に
は
、
相
違
点
も
あ
る
。《
絵
馬
》

に
あ
っ
て
松
浦
が
記
録
し
て
い
な
い
も
の
と
し
て
は
、
運
上
屋
の
左
の
高
札
場
の
よ
う
な
構

造
物
を
指
摘
で
き
る
。
ま
た
、
松
浦
の
絵
図
に
は
河
口
左
の
建
物
（
5
）
が
「
塩
切
小
ヤ
」

と
し
て
描
か
れ
は
す
る
も
の
の
、《
絵
馬
》（
お
よ
び
《
村
垣
》）
に
あ
っ
た
物
見
櫓
が
見
え

な
い
。
逆
に
、《
絵
馬
》
に
見
当
ら
な
く
て
、《
武
四
郎
手
控
》
に
描
か
れ
て
い
る
も
の
に
は
、

「
弁
天
」
の
左
隣
の
「
ク
ラ
」（
蔵
）、
運
上
屋
右
の
「
セ
ツ
イ
ン
」（
雪
隠
）、
池
の
裏
の

「
カ
シ
ヤ
」（
鍛
冶
屋
）
が
あ
る（
6
）。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
相
違
点
は
、
全
体
の
共
通
点
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
を
前
に
す
れ
ば
、

施
設
の
増
築
や
改
廃
の
反
映
、
も
し
く
は
記
録
の
漏
れ
や
誤
り
に
よ
る
と
考
え
て
い
い
も
の

と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
検
討
か
ら
私
は
、
大
石
神
社
の
絵
馬
「
蝦
夷
地
・
場
所
図
」
は
、
樺
太
の
エ
ン
ル

モ
コ
マ
フ
を
描
い
た
も
の
だ
と
考
え
る
。

二	

林
論
文
の
延
長
上
に

（
一
）
樺
太
で
い
い
の
か

私
は
、
言
わ
ば
出
会
い
頭
に
ぶ
つ
か
っ
た
絵
を
出
発
点
と
し
て
、
こ
こ
ま
で
来
て
し
ま
っ

た
。
し
か
し
、
大
石
神
社
に
あ
る
絵
馬
に
描
か
れ
た
場
所
が
樺
太
で
本
当
に
い
い
の
だ
ろ
う

か
。
絵
馬
自
体
に
付
随
す
る
情
報
を
出
発
点
と
し
た
考
察
と
矛
盾
し
な
い
の
か
、
確
認
が
必

要
だ
。

そ
の
た
め
に
、
林
論
文
の
筋
道
を
た
ど
っ
て
み
る
。

出
発
点
と
な
る
の
は
、
大
石
神
社
に
掲
げ
ら
れ
た
、
同
じ
く
早
坂
文
嶺
作
の
「
福
山
城
春

望
図
」
と
題
さ
れ
た
安
政
四
年
奉
納
の
絵
馬
に
、「
願
主　

能
登
伊
助
」
と
並
ん
で
「
惣
番

人　

啓
白
」
と
記
さ
れ
て
い
る
点
だ
。
そ
こ
か
ら
「
能
登
伊
助
は
ど
こ
か
の
（
お
そ
ら
く
蝦

夷
地
の
）
場
所
で
惣
番
人
を
務
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
」
と
す
る
（
一
九
〇
頁
）。

次
に
、
伊
助
の
子
孫
が
所
蔵
す
る
開
拓
使
と
根
室
県
が
発
給
し
た
辞
令
類
、
委
任
状
が
あ

る
。
こ
れ
ら
か
ら
は
、
伊
助
が
一
八
八
〇
年
八
月
か
ら
八
四
年
十
月
ま
で
択
捉
島
の
紗
那
郡

各
戸
長
を
務
め
て
い
た
こ
と
、
一
八
八
五
年
十
月
に
は
事
故
に
よ
り
故
郷
に
戻
る
た
め
、
栖

原
角
兵
衛
の
部
理
代
人
と
し
て
の
業
務
を
別
の
人
物
に
委
任
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、

択
捉
島
水
産
会
編
『
択
捉
島
漁
業
誌
』（
一
九
二
七
年
）
が
紹
介
す
る
、
開
拓
使
の
「
テ
ス

網
」
禁
止
令
に
関
し
て
一
八
七
六
年
九
月
三
十
日
付
で
高
橋
伊
助
が
提
出
し
た
願
書
に
は
、

伊
助
の
肩
書
き
が
「
漁
場
持
栖
原
小
右
衛
門
手
代
」
と
あ
る
。

さ
ら
に
、
玉
蟲
左
太
夫
『
入
北
記
』（
7
）に
よ
っ
て
、
安
政
年
間
の
栖
原
家
の
請
負
場
所

が
西
蝦
夷
地
で
は
留
萌
・
苫
前
・
天
塩
・
樺
太
、
東
蝦
夷
地
で
は
山
越
内
・
エ
ト
ロ
フ
だ
っ

た
こ
と
を
確
認
し
、
こ
れ
ら
の
場
所
に
候
補
を
絞
り
込
む
。

再
度
整
理
し
て
み
る
と
、
林
論
文
が
挙
げ
る
素
材
か
ら
直
接
言
え
る
の
は
、
第
一
に
、
伊

助
が
一
八
五
七
（
安
政
四
）
年
に
蝦
夷
地
の
い
ず
れ
か
の
地
の
「
惣
番
人
」
だ
っ
た
ら
し
い

こ
と

（
補
註
１
）、

第
二
に
、
一
八
七
六
年
九
月
か
ら
一
八
八
五
年
十
月
の
間
、
伊
助
は
択
捉
島
の
紗
那

郡
に
深
い
関
わ
り
を
も
ち
、
少
な
く
と
も
そ
の
う
ち
あ
る
時
期
か
ら
は
定
住
し
て
い
た
こ
と
、

第
三
に
、
択
捉
に
滞
在
し
た
時
期
の
伊
助
は
栖
原
家
の
被
雇
用
者
な
い
し
は
そ
れ
に
類
す
る

立
場
に
あ
っ
た
こ
と
、
の
三
つ
だ
。
絵
馬
が
奉
納
さ
れ
た
安
政
期
に
伊
助
が
栖
原
家
と
関
わ

り
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
直
接
示
す
史
料
は
見
当
ら
な
い
が
、
林
論
文
は
こ
の
三
つ
を
手
が

か
り
に
、
推
測
を
さ
ら
に
過
去
へ
と
伸
ば
す
。

つ
ま
り
、
絵
馬
が
奉
納
さ
れ
た
安
政
期
に
す
で
に
伊
助
は
栖
原
家
の
下
で
働
い
て
い
た
の

で
は
な
い
か
と
推
測
し
、
伊
助
が
働
い
た
地
（
＝
絵
馬
に
描
か
れ
た
地
）
は
栖
原
家
の
請
負

場
所
の
い
ず
れ
か
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
の
だ
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
な
か
で
も
、
伊
助

が
一
八
七
六
年
に
栖
原
家
の
手
代
と
し
て
渡
っ
て
い
た
択
捉
を
最
有
力
と
考
え
る
。
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限
ら
れ
た
素
材
か
ら
導
き
出
し
た
仮
説
と
し
て
、
こ
れ
は
妥
当
な
も
の
だ
と
思
う
。
林
さ

ん
が
有
力
視
し
た
択
捉
で
は
な
い
も
の
の
、
絵
馬
が
樺
太
の
エ
ン
ル
モ
コ
マ
フ
を
描
い
た
も

の
だ
ろ
う
と
す
る
本
稿
一
の
結
論
は
、
こ
の
仮
説
の
範
囲
に
収
ま
っ
て
お
り
、
矛
盾
は
な
い
。

今
の
時
点
で
想
像
で
き
る
伊
助
の
経
歴
は
、
林
論
文
が
描
い
た
見
通
し
を
一
部
修
正
し
つ

つ
な
ぞ
っ
た
も
の
に
な
る
。
伊
助
は
、
一
八
五
五
年
に
は
、
栖
原
家
の
下
で
番
人
な
い
し
そ

れ
に
近
い
立
場
で
樺
太
の
エ
ン
ル
モ
コ
マ
フ
の
漁
業
経
営
に
携
わ
っ
た
。
そ
の
時
期
に
、
出

身
地
の
大
石
神
社
に
祈
願
あ
る
い
は
報
謝
の
た
め
絵
馬
を
奉
納
し
た
。
そ
の
後
、
一
八
七
六

年
以
前
に
、
伊
助
は
択
捉
に
転
じ
た
。
や
は
り
栖
原
家
の
経
済
活
動
と
の
関
係
が
あ
っ
て
の

こ
と
だ
ろ
う
と
は
推
測
で
き
る
が
、
正
確
な
時
期
や
理
由
は
わ
か
ら
な
い
。
こ
の
見
通
し
を
、

関
連
史
料
の
な
か
に
伊
助
の
名
を
見
つ
け
る
こ
と
で
補
強
、
修
正
し
て
い
く
こ
と
が
、
今
後

の
課
題
と
な
る
。

北
海
道
の
東
と
北
。
択
捉
と
樺
太
と
で
は
大
違
い
と
も
思
え
る
が
、
栖
原
家
の
経
営
と
の

関
わ
り
と
い
う
点
で
は
、
二
つ
の
地
域
は
つ
な
が
っ
て
い
た
。
ま
た
、
下
北
半
島
か
ら
多
く

の
漁
業
労
働
者
が
赴
い
て
い
た
と
い
う
点
で
も
共
通
し
て
い
た
。

択
捉
に
つ
い
て
は
、
林
論
文
も
引
く
よ
う
に
、
菊
池
勇
夫
氏
が
一
八
六
〇
（
万
延
元
）
年

の
出
稼
ぎ
者
の
名
と
出
身
地
を
紹
介
し
て
い
る（
8
）。
樺
太
に
つ
い
て
は
、
時
期
が
や
や
下

る
が
明
治
に
入
っ
て
一
八
七
三
年
に
開
拓
使
樺
太
支
庁
が
作
成
し
た
「
戸
籍
調
」
が
あ
り
、

こ
こ
か
ら
漁
業
目
的
の
寄
留
者
に
つ
い
て
抜
き
出
し
て
整
理
し
て
み
た
（
表
2
）。
青
森
県

北
郡
つ
ま
り
下
北
半
島
出
身
者
が
圧
倒
的
に
多
い
。
漁
業
労
働
者
の
流
れ
に
お
い
て
も
樺
太

と
択
捉
が
密
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
だ
。
伊
助
の
移
動
も
こ
の
つ
な
が
り
の
な

か
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
「
戸
籍
調
」
に
は
伊
助
の
名
前
は
見
え
な
い
。
こ
れ

以
前
に
樺
太
か
ら
離
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

（
二
）
林
さ
ん
の
「
空
振
り
」
が
教
え
る
こ
と

私
を
ふ
く
め
、
生
前
の
林
さ
ん
か
ら
大
石
神
社
の
こ
の
絵
馬
の
話
を
直
接
聞
い
た
人
の
多

く
は
、
林
さ
ん
は
「
こ
の
絵
は
択
捉
を
描
い
た
も
の
で
は
な
い
か
」「
き
っ
と
択
捉
だ
」
と

語
っ
て
い
た
と
い
う
印
象
を
も
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

改
め
て
林
論
文
を
読
む
と
、
少
し
印
象
が
違
う
。
択
捉
が
有
力
だ
と
に
ら
ん
で
探
求
と
考

察
を
進
め
て
い
る
の
だ
が
、
択
捉
説
を
強
く
打
ち
出
し
て
は
い
な
い
。
二
〇
〇
二
年
の
北
海

道
開
拓
記
念
館
特
別
展
「
描
か
れ
た
北
海
道
」
の
図
録
に
寄
せ
た
「
地
引
網
で
何
を
捕
っ
た

の
か
」
で
は
、「
勝
手
な
憶
測
だ
が
」
と
い
っ
た
断
り
を
交
え
な
が
ら
、
択
捉
説
を
伸
び
や

か
に
語
っ
て
い
た
の
だ
が（
9
）。

こ
の
変
化
の
か
げ
に
は
、
林
さ
ん
が
択
捉
説
を
証
明
し
よ
う
と
実
際
に
作
業
を
重
ね
た
の

だ
が
、
壁
に
当
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
林
論
文
は
、
前
述
し
た
菊
池
勇

夫
氏
が
示
し
た
一
八
六
〇
年
の
択
捉
出
稼
ぎ
者
の
一
覧
に
伊
助
の
名
前
が
な
い
こ
と
に
も
言

表2　開拓使樺太支庁管内の漁業目的寄留和人（1873年）
（人）　

出身地 寄留地 計楠渓 小実 栄浜 東白漘 鵜城 西冨間
北海道 　 9 3 1 6 2 5 26
　 亀田郡 　 　 　 5 1 　 6
　 津軽郡 9 3 1 　 1 5 19
　 檜山郡 　 　 　 1 　 　 1

青森県 　 29 4 6 20 1 26 86 
　 北郡 29 4 6 9 1 26 75 
　 津軽郡 　 　 　 6 　 　 6
　 三戸郡 　 　 　 3 　 　 3
　 二戸郡 　 　 　 2 　 　 2

岩手県 　 　 　 　 9 2 1 12
　 岩手郡 　 　 　 3 2 1 6
　 閉伊郡 　 　 　 6 　 　 6

秋田県 　 　 　 　 4 　 1 5 
　 秋田郡 　 　 　 2 　 1 3 
　 雄勝郡 　 　 　 1 　 　 1
　 由利郡 　 　 　 1 　 　 1

山形県 　 　 　 　 1 　 　 1
　 飽海郡 　 　 　 1 　 　 1

宮城県 　 　 　 　 1 　 　 1
　 遠田郡 　 　 　 1 　 　 1

新潟県 　 　 　 　 5 1 　 6
　 頸城郡 　 　 　 1 　 　 1
　 加茂郡 　 　 　 3 　 　 3
　 雑太郡 　 　 　 1 1 　 2

石川県 　 　 　 　 3 　 　 3
　 石川郡 　 　 　 2 　 　 2
　 珠洲郡 　 　 　 1 　 　 1

群馬県 　 　 　 　 1 　 　 1
　 佐位郡 　 　 　 1 　 　 1

計 38 7 7 50 6 33 141 
出典）『戸籍調 明治六年』開拓使樺太支庁庶務課（北海道立文書館所蔵、簿書872）
註）　 出身地欄は現在の道県名を単位に整理した

山田伸一　下北半島風間浦村、大石神社の「蝦夷地・場所図」はどこを描いたものか﻿
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及
し
て
い
る
。
ま
た
、
論
文
に
は
言
及
が
な
い
が
、
林
さ
ん
が
遺
し
た
研
究
資
料
の
な
か
に

は
、
宮
城
県
図
書
館
所
蔵
の
「
ヱ
ト
ロ
フ
嶋
全
図
并
廿
五
ヶ
場
所
之
図
」
の
写
真
フ
ァ
イ
ル

が
あ
っ
て
、
探
索
の
足
取
り
が
う
か
が
わ
れ
る
。
私
も
こ
の
フ
ァ
イ
ル
を
め
く
っ
て
み
た
が
、

「
似
て
い
る
」
と
指
摘
で
き
る
光
景
は
見
当
ら
な
い
。

林
さ
ん
は
択
捉
以
外
の
栖
原
家
の
請
負
場
所
に
も
探
索
の
目
を
向
け
て
い
た
。
林
論
文
は
、

玉
蟲
左
太
夫
『
入
北
記
』
に
よ
っ
て
一
八
五
七
（
安
政
四
）
年
の
苫
前
場
所
の
支
配
人
の
名

前
が
伊
助
で
あ
る
こ
と
、『
苫
前
町
史
』
に
よ
っ
て
苫
前
神
社
に
「
願
主　

須
田
伊
助　

小

谷
吉
右
衛
門　

惣
番
人
中
」
と
記
さ
れ
た
一
八
六
四
（
元
治
元
）
年
奉
納
の
絵
馬
が
あ
る
こ

と
を
記
し
て
も
い
る
（
二
一
八
頁
）。
同
名
だ
が
別
人
と
考
え
る
の
が
自
然
だ
ろ
う
。

択
捉
で
も
苫
前
で
も
な
さ
そ
う
だ
。
林
さ
ん
の
探
求
は
、
実
は
答
え
に
か
な
り
近
く
ま
で

迫
っ
て
い
た
。
だ
が
行
き
着
け
な
か
っ
た
。
な
ぜ
だ
ろ
う
。
林
さ
ん
の
研
究
仲
間
で
あ
っ
た

数
人
と
話
し
て
い
る
う
ち
に
、
こ
こ
に
は
今
後
へ
と
つ
な
が
る
問
題
が
い
く
つ
か
潜
む
よ
う

に
思
わ
れ
て
来
た
。

一
つ
は
、「
ど
こ
を
描
い
た
か
」
を
探
そ
う
と
し
た
と
き
、
林
さ
ん
は
何
に
当
っ
た
の
か

と
い
う
点
に
関
わ
る
。
林
論
文
は
、「
〜
を
見
た
が
手
が
か
り
は
な
か
っ
た
」
と
い
っ
た
空

振
り
の
調
査
の
記
録
を
ほ
と
ん
ど
書
い
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
む
す
び
に
「
景
観
の
要
素
を

説
明
的
に
描
い
た
画
面
か
ら
、
そ
の
場
所
を
特
定
す
る
こ
と
は
可
能
と
思
わ
れ
た
。
し
か
し
、

そ
の
場
所
を
特
定
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
」
と
記
す
（
二
一
五
頁
）。
無
念
に
も
こ
う
記

し
て
稿
を
手
放
す
ま
で
の
間
に
は
、
ど
ん
な
作
業
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

松
浦
武
四
郎
の
記
録
を
め
く
っ
て
も
よ
さ
そ
う
だ
が
、
絵
画
を
扱
う
こ
と
が
多
か
っ
た
林

さ
ん
に
は
、
案
外
後
回
し
の
作
業
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
最
優
先
は
、
有
力
な
候
補
と

に
ら
ん
だ
地
に
重
点
を
置
き
つ
つ
、
蝦
夷
地
の
沿
岸
部
各
地
を
描
い
た
絵
を
一
通
り
見
直
す

こ
と
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

数
あ
る
絵
画
の
な
か
で
も
こ
の
探
索
に
と
っ
て
最
も
頼
り
に
な
り
そ
う
な
の
は
、
幕
府
の

命
を
受
け
て
地
図
作
成
の
た
め
に
一
八
五
六
・
五
七
（
安
政
三
・
四
）
年
に
蝦
夷
地
を
巡
っ
た

谷
文
晁
門
下
で
国
学
者
前
田
夏
蔭
の
門
人
で
も
あ
っ
た
目
賀
田
帯
刀
が
、
一
八
五
八
（
安
政

五
）
年
頃
に
作
成
し
た
『
延
叙
歴
検
真
図
』
だ（
10
）。
こ
の
絵
は
、
東
西
蝦
夷
地
と
樺
太
の

沿
岸
部
の
光
景
を
、
海

側
か
ら
陸
側
を
俯
瞰
す

る
よ
う
に
描
い
て
い

る
。
作
成
の
時
期
と
い

い
、
構
図
と
い
い
、
絶

好
の
も
の
だ
。
こ
の
原

本
は
失
わ
れ
て
い
る
が

複
数
の
写
本
が
残
さ
れ

て
い
る
。
林
さ
ん
の
研

究
資
料
中
に
複
写
な
ど

は
確
認
で
き
な
か
っ
た

が
、
機
会
を
作
っ
て

じ
っ
く
り
見
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か（
11
）。

函
館
市
中
央
図
書
館

所
蔵
の
写
本
で
問
題
の

エ
ン
ル
モ
コ
マ
フ
に
当

る
「
西
富
内
（
ヱ
ン
ル

コ
マ
フ
）」
の
部
分
を
見
て
み
る
と
（
図
5
）、
第
一
章
で
見
た
村
垣
や
松
浦
の
絵
図
と
重
要

な
違
い
が
あ
る
。
川
の
右
側
（
左
岸
）
に
あ
っ
た
神
社
が
左
側
（
右
岸
）
に
あ
り
、
そ
し
て

こ
の
地
の
景
観
で
最
も
特
徴
的
な
運
上
屋
裏
の
池
が
描
か
れ
て
い
な
い
の
だ
。
こ
れ
で
は

「
似
て
い
る
」
と
は
思
え
た
と
し
て
も
、
絵
を
丁
寧
に
見
比
べ
る
人
で
あ
る
ほ
ど
、「
違
う
」

と
い
う
判
断
に
傾
く
の
は
、
無
理
か
ら
ぬ
と
思
わ
れ
る
。

村
垣
や
松
浦
の
訪
問
後
、
目
賀
田
の
訪
問
ま
で
の
間
に
、
神
社
の
移
設
や
池
の
埋
立
て
、

川
の
流
路
変
更
が
な
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
結
論
を
出
す
に
は
そ
の
点
の
確
認
が
必
要
だ
が
、

実
景
の
忠
実
な
再
現
と
い
う
点
に
関
し
て
は
『
延
叙
歴
検
真
図
』
に
は
限
界
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
問
題
が
浮
上
す
る（
12
）。

図5　『延叙歴検真図』より「西富内（ヱンルコマフ）」　函館市中央図書館所蔵
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も
う
一
つ
は
、
林
さ
ん
が
強
い
関
心
を
注
い
だ
「
髭
な
し
ア
イ
ヌ
」
の
問
題
だ
。
絵
馬
を

細
か
く
観
察
し
た
林
さ
ん
は
、
地
引
網
を
引
く
ア
イ
ヌ
ら
し
き
男
性
た
ち
の
全
員
に
つ
い
て
、

髭
が
描
か
れ
て
い
な
い
こ
と
に
注
目
し
た
。
そ
れ
が
な
ぜ
か
を
考
え
た
林
さ
ん
を
引
き
つ
け

た
の
は
、
菊
池
勇
夫
氏
が
紹
介
す
る
、
ロ
シ
ア
の
南
下
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
た
一
八
〇
七

年
に
、
エ
ト
ロ
フ
島
の
シ
ャ
ナ
会
所
で
ア
イ
ヌ
の
改
俗
が
実
施
さ
れ
、
月
代
や
髭
を
剃
っ
た

ア
イ
ヌ
男
性
た
ち
が
会
所
で
働
か
さ
れ
た
と
い
う
事
実
だ
。「
こ
れ
は
ア
イ
ヌ
の
改
俗
の
状

況
を
示
す
事
例
の
ひ
と
つ
だ
が
、
ア
イ
ヌ
の
改
俗
が
進
ん
だ
場
所
で
は
、
髭
の
な
い
ア
イ
ヌ

の
成
人
男
性
が
い
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
本
図
に
描
か
れ
て
い
る
の
が
そ
の
よ
う
な
場
所

で
、
文
嶺
が
そ
れ
を
忠
実
に
描
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
」（
一
九
九
頁
）
と
い

う
林
論
文
の
問
題
提
起
が
、「
髷
の
有
無
や
衽
の
合
わ
せ
方
を
〔
ア
イ
ヌ
と
和
人
で
〕
描
き

分
け
て
い
る
の
に
、
ア
イ
ヌ
描
写
の
記
号
と
も
言
う
べ
き
髭
を
敢
え
て
省
略
す
る
だ
ろ
う

か
」
と
い
う
絵
の
細
部
の
観
察
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。

日
露
雑
居
状
態
の
樺
太
に
お
い
て
、
幕
府
は
ア
イ
ヌ
民
族
の
改
俗
を
図
る
こ
と
を
政
策
課

題
と
し
て
い
た
。
ざ
っ
と
史
料
を
眺
め
た
と
こ
ろ
で
は
、
一
八
五
七
（
安
政
四
）
年
五
月
の

時
点
で
南
部
の
ク
シ
ュ
ン
コ
タ
ン
周
辺
に
お
い
て
「
役
土
人
」
は
す
べ
て
「
帰
化
」
し
た
が

「
平
土
人
」
は
十
人
未
満
と
ご
く
わ
ず
か
だ
っ
た
と
の
記
述
が
見
え
る（
13
）。
こ
れ
を
念
頭

に
置
く
と
、
絵
馬
が
奉
納
さ
れ
た
そ
の
二
年
前
の
エ
ン
ル
モ
コ
マ
フ
で
大
多
数
が
「
髭
な

し
」
だ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
も
の
の
、
政
策
理
念
と
そ
の
現
実
へ
の
浸
透
状
況
を
慎
重
に

見
据
え
つ
つ
「
髭
な
し
」
の
意
味
に
答
え
を
出
す
こ
と
は
今
後
の
課
題
だ
ろ
う
。

林
論
文
は
、
絵
馬
に
描
か
れ
た
の
は
択
捉
だ
ろ
う
と
い
う
推
測
の
根
拠
に
、
こ
の
「
髭
な

し
ア
イ
ヌ
」
を
位
置
づ
け
る
よ
う
な
論
の
構
成
は
し
て
い
な
い
が
、
択
捉
だ
と
し
た
ら
こ
れ

を
説
明
で
き
る
と
い
う
見
通
し
が
、
林
さ
ん
が
択
捉
説
を
深
追
い
し
、
他
の
地
域
へ
の
探
索

に
十
分
に
は
手
が
回
ら
な
か
っ
た
こ
と
と
ど
こ
か
で
関
係
し
て
い
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

択
捉
に
つ
い
て
は
空
振
り
だ
っ
た
の
だ
が
、
後
続
打
者
に
何
か
を
残
す
空
振
り
だ
っ
た
の
で

は
あ
る
ま
い
か
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
い
く
つ
か
の
絵
図
の
照
合
に
よ
っ
て
、
大
石
神
社
に
あ
る
「
蝦
夷
地
・
場
所

図
」
と
呼
ば
れ
る
絵
馬
は
、
樺
太
の
エ
ン
ル
モ
コ
マ
フ
（
西
富
内
、
後
の
真
岡
、
現
在
の
ホ

ル
ム
ス
ク
）
の
様
子
を
描
い
た
も
の
だ
と
の
結
論
に
達
し
た
。
絵
馬
の
奉
納
者
に
つ
い
て
今

の
と
こ
ろ
判
明
し
て
い
る
事
実
も
、
こ
の
結
論
と
矛
盾
し
な
い
こ
と
を
確
か
め
た
。
こ
の
結

論
が
妥
当
な
の
か
ど
う
か
、
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

な
お
、
本
文
に
記
し
た
作
業
と
は
別
に
、
刊
行
さ
れ
て
い
る
松
浦
武
四
郎
の
記
録
に
収
載

の
絵
、
函
館
市
中
央
図
書
館
本
の
『
延
叙
歴
検
真
図
』
の
す
べ
て
を
見
て
み
た
が
、
他
に
こ

の
絵
馬
と
の
関
係
を
推
測
さ
せ
る
地
点
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

林
論
文
で
は
、
第
一
の
問
い
で
あ
る
「
ど
こ
を
描
い
た
の
か
」
へ
の
答
え
を
得
ら
れ
な

か
っ
た
こ
と
で
、
第
二
の
「
地
引
網
で
何
を
捕
っ
て
い
る
の
か
」
へ
の
明
確
な
答
え
が
得
ら

れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
林
論
文
は
、『
北
海
道
水
産
予
察
調
査
報
告
』
な
ど
の
文
献
か
ら
、

地
域
ご
と
に
地
引
網
で
獲
っ
た
魚
種
を
整
理
し
、
ど
こ
か
が
判
明
し
た
と
き
の
答
え
を
用
意

し
て
い
た
。
そ
れ
に
従
っ
て
第
二
の
問
い
に
答
え
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
今
は
そ
れ
を
仮
の

答
え
と
し
て
お
く
に
と
ど
め
、
し
っ
か
り
し
た
答
え
は
、
安
政
期
の
樺
太
南
西
岸
、
エ
ン
ル

モ
コ
マ
フ
の
状
況
に
つ
い
て
記
し
た
史
料
の
精
査
に
待
と
う
と
思
う
。「
ど
こ
か
」
が
判
明

し
た
途
端
に
、
絵
に
描
か
れ
た
情
景
を
読
み
解
く
た
め
の
史
料
は
大
幅
に
増
え
る
か
ら
だ
。

関
係
す
る
史
料
や
先
行
研
究
を
多
少
読
む
と
、
絵
が
描
か
れ
た
時
期
の
エ
ン
ル
モ
コ
マ
フ

は
、
か
な
り
複
雑
な
状
況
に
あ
っ
た
よ
う
だ
。
樺
太
が
日
露
雑
居
と
さ
れ
た
な
か
で
、
周
辺

地
域
か
ら
こ
の
地
へ
の
ア
イ
ヌ
の
集
住
が
行
な
わ
れ
た
の
か
、
樺
太
の
な
か
で
も
ア
イ
ヌ
人

口
が
突
出
し
て
多
い
地
に
な
っ
て
い
た
。
集
住
に
は
こ
の
地
の
漁
業
経
営
が
密
接
に
関
係
し

て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
こ
の
地
の
状
況
へ
の
理
解
と
突
き
合
せ
る
こ
と
で
、
多
く

の
建
物
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
、
運
上
屋
と
そ
の
関
連
施
設
の
周
辺
部
に
所
在
す
る
ア
イ
ヌ
住
居
、

そ
こ
で
の
地
引
網
漁
の
意
味
合
い
、
等
々
、
絵
馬
の
内
容
へ
の
理
解
が
深
ま
っ
て
い
く
だ
ろ

う
。本

稿
を
準
備
中
に
読
み
、
何
度
も
噛
み
締
め
た
の
は
、
林
さ
ん
が
一
九
九
九
年
八
月
に
石
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狩
市
で
開
催
さ
れ
た
北
海
道
・
東
北
史
研
究
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
「
近
世
石
狩
の
鮭
漁
の

イ
メ
ー
ジ
」
と
題
し
た
報
告
し
た
な
か
で
、
実
施
中
だ
っ
た
北
海
道
開
拓
記
念
館
の
特
別
研

究
「
絵
画
史
料
に
見
る
近
世
中
期
か
ら
明
治
初
期
の
北
海
道
生
活
誌
」
を
紹
介
し
て
述
べ
て

い
る
言
葉
だ
っ
た（
14
）。
林
さ
ん
は
、
生
活
誌
復
元
に
格
好
と
思
わ
れ
る
画
像
に
出
合
っ
て

も
、
作
者
や
年
代
が
不
明
な
た
め
に
使
え
な
い
場
合
が
多
く
あ
る
が
、
そ
れ
を
打
開
し
て
い

く
た
め
に
は
、
描
か
れ
て
い
る
内
容
を
検
討
す
る
作
業
こ
そ
が
有
効
だ
と
述
べ
、
歴
史
学
や

民
族
学
、
漁
業
史
な
ど
、
絵
画
史
以
外
の
立
場
か
ら
の
意
見
を
呼
び
か
け
る
。
本
稿
が
林
さ

ん
の
丁
寧
な
絵
馬
の
分
析
の
上
に
初
め
て
成
り
立
つ
こ
と
を
思
う
と
、
深
く
納
得
す
る
。

本
稿
は
、
林
さ
ん
の
こ
の
呼
び
か
け
に
対
す
る
、
十
五
年
以
上
を
経
て
の
応
答
な
の
か
も

し
れ
な
い
。
あ
ま
り
に
遅
す
ぎ
た
と
の
思
い
は
痛
い
が
、
林
さ
ん
が
蒔
い
た
問
い
の
種
は
、

十
年
以
上
の
時
を
経
て
芽
吹
く
力
を
持
っ
て
い
た
の
だ
と
も
思
う
。
こ
れ
を
ど
う
育
て
て
い

け
る
だ
ろ
う
か
。

謝
辞本

稿
作
成
の
た
め
の
史
料
閲
覧
と
図
版
の
掲
載
に
つ
い
て
、
大
石
神
社
、
北
海
道
大
学
附

属
図
書
館
、
北
海
道
立
図
書
館
、
北
海
道
立
文
書
館
、
函
館
市
中
央
図
書
館
、
東
京
大
学
史

料
編
纂
所
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
二
〇
一
六
年
十
二
月
に
大
石
神
社
で
絵
馬
を
実
見
し
た
際

に
は
、
能
渡
俊
悦
、
両
角
重
雄
、
阿
部
利
行
の
各
氏
、
風
間
浦
村
教
育
委
員
会
の
お
世
話
に

な
っ
た
。
ま
た
、
史
料
や
関
連
す
る
研
究
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
、
林
昇
太
郎
さ
ん
の
研
究

展
開
の
確
認
な
ど
に
つ
い
て
、
東
俊
佑
、
五
十
嵐
聡
美
、
池
田
貴
夫
、
佐
々
木
利
和
、
霜
村

紀
子
、
谷
本
晃
久
、
舟
山
直
治
、
三
浦
泰
之
の
各
氏
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
参
考
地
図

は
、
水
島
未
記
氏
に
作
成
を
引
き
受
け
て
も
ら
っ
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
稿
の
一
部
に
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
（
基
盤
Ｃ
）
1
‌6
Ｋ
0
3
0
6
6
の
成
果
を
使
用
し

た
。

註（
1
）「
蝦
夷
地
の
地
引
網
漁
図
に
つ
い
て
」（
故
林
昇
太
郎
氏
遺
作
論
集
刊
行
会
編『
林
昇
太
郎
美
術
史
論

集　

ア
イ
ヌ
絵
と
そ
の
周
辺
』同
会
、二
〇
一
〇
年
）一
八
九–

二
二
〇
頁（
同
内
容
で
、北
海
道
出
版

企
画
セ
ン
タ
ー
か
ら
も
刊
行
）。初
出
は『
絵
画
史
料
に
見
る
近
世
中
期
か
ら
明
治
初
期
の
北
海
道

生
活
誌
』（
北
海
道
開
拓
記
念
館
研
究
報
告
第
十
八
号
、二
〇
〇
三
年
）五–

二
四
頁
。

（
2
）東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編『
大
日
本
古
文
書　

幕
末
外
国
関
係
文
書　

附
録
之
七
』（
東
京
大
学
出

版
会
、一
九
六
七
年
）。本
稿
に
関
係
す
る
絵
図
は
三
四
四
・
三
四
五
頁
に
掲
載
。

（
3
）秋
葉
實
翻
刻
・
編『
松
浦
武
四
郎
選
集　

三
』（
北
海
道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー
、二
〇
〇
一
年
）。本
稿

に
関
係
す
る
絵
図
は
二
九
一
頁
に
掲
載
。

（
4
）関
係
部
分
は
、高
倉
新
一
郎
編『
竹
四
郎
廻
浦
日
記　

下
』（
北
海
道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー
、

一
九
七
八
年
）三
二–

三
三
頁
、二
四
六–

二
四
八
頁
。

（
5
）23
に
一
棟
、25
に
二
棟
あ
る
。21
の
木
柵
の
右
側
に
位
置
す
る
よ
う
に
見
え
る
二
棟
は
、ア
イ
ヌ
家

屋
と
し
て
は
大
き
い
が
、ア
イ
ヌ
家
屋
群
の
一
部
の
よ
う
に
も
見
え
、判
断
し
か
ね
る
。

（
6
）こ
の「
カ
シ
ヤ
」に
つ
い
て
、『
竹
四
郎
廻
浦
日
記
』の
翻
刻
者
は
鹿
島
神
社
と
解
釈
し
た
の
か「
カ
シ

マ
」と
読
ん
で
い
る
が
、周
辺
の
武
四
郎
の
筆
跡
の
特
徴
や
こ
の
地
の
状
況
を
記
し
た
他
の
史
料

（
例
え
ば
、平
井
勝
政『
唐
太
沿
岸
山
水
真
景
図　

安
政
五
年
』函
館
市
中
央
図
書
館
所
蔵
。こ
の
史

料
に
つ
い
て
は
、林
昇
太
郎
さ
ん
の
研
究
資
料
中
の
複
写
で
知
っ
た
）か
ら
は「
カ
シ
ヤ
」が
適
切
だ

と
判
断
す
る
。

（
7
）稲
葉
一
郎
解
説
、玉
蟲
左
太
夫『
入
北
記
』（
北
海
道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー
、一
九
九
二
年
）。

（
8
）菊
池
勇
夫『
北
方
史
の
な
か
の
近
世
日
本
』（
校
倉
書
房
、一
九
九
一
年
）三
四
一
頁
。

（
9
）林
昇
太
郎「
地
引
網
で
何
を
捕
っ
た
の
か
」（『
第
54
回
特
別
展　

描
か
れ
た
北
海
道
―
一
八
・
一
九

世
紀
の
絵
画
が
伝
え
た
北
の
イ
メ
ー
ジ
』北
海
道
開
拓
記
念
館
、二
〇
〇
二
年
）一
二–

一
三
頁
。

（
10
）こ
の
絵
に
つ
い
て
は
、秋
月
俊
幸『
日
本
北
辺
の
探
検
と
地
図
の
歴
史
』（
北
海
道
大
学
出
版
会
、

一
九
九
九
年
）三
四
八–

三
五
一
頁
、お
よ
び
関
根
達
人「
場
所
図
・
古
地
図
に
み
る
一
八
五
〇
年
代

の
樺
太（
サ
ハ
リ
ン
）島
に
お
け
る
先
住
民
族
と
国
家
―
目
賀
田
帯
刀
筆「
北
海
道
歴
検
図
」の
検
討

を
中
心
と
し
て
」（『
北
海
道
・
東
北
史
研
究
』第
八
号
、二
〇
一
二
年
）二
四–

五
六
頁
を
参
照
。

（
11
）本
稿
で
は
、函
館
市
中
央
図
書
館
が
ウ
ェ
ブ
上
で
デ
ジ
タ
ル
画
像
を
公
開
し
て
い
る
も
の
を
使
用

し
た
。

（
12
）目
賀
田
自
身
が
一
八
七
一
年
に
開
拓
使
の
要
請
を
受
け
て『
延
叙
歴
検
真
図
』を
も
と
に
改
め
て
清

書
し
た『
北
海
道
歴
検
図
』（
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
）の「
西
富
内
」を
見
る
と
、『
延
叙
歴
検

真
図
』と
の
相
違
点
が
か
な
り
あ
る
。文
字
を
記
し
た
紙
の
貼
る
位
置
を
間
違
え
た
の
か
、「
弁
天
」

が
山
上
に
、「
稲
荷
」が
川
の
右
岸
の
平
地
に
あ
る
。運
上
屋
裏
の
池
は
存
在
し
な
い
ば
か
り
か
、山

の
傾
斜
が
海
岸
の
方
に
迫
っ
て
い
て
、『
延
叙
歴
検
真
図
』で
は
辛
う
じ
て
残
っ
て
い
た
空
隙
が
な

く
な
っ
て
い
る
。建
物
の
位
置
関
係
や
数
に
も
違
い
が
散
見
す
る
。二
点
の
絵
は
、同
じ
く
俯
瞰
図

で
は
あ
っ
て
も
視
点
の
位
置
が
少
し
異
な
る
が
、山
々
の
形
状
や
重
な
り
具
合
な
ど
の
差
異
は
、視
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点
の
違
い
に
よ
る
と
言
え
る
範
囲
に
は
収
ま
っ
て
い
な
い
。こ
う
し
た
差
異
が
な
ぜ
生
じ
た
の
か
、

説
明
が
ほ
し
い
と
こ
ろ
だ
。な
お
、前
掲
関
根
論
文
は
、先
住
民
族
の
住
居
や
和
人
・
ロ
シ
ア
人
関
連

施
設
に
つ
い
て
、函
館
本
の『
延
叙
歴
検
真
図
』に
文
字
に
よ
っ
て
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
と『
北
海

道
歴
検
図
』に
描
か
れ
た
も
の
を
地
点
ご
と
に
比
較
、整
理
し
、考
察
を
加
え
た
非
常
に
有
用
な
仕

事
で
あ
り
、各
地
点
に
お
け
る
二
点
の
絵
の
相
違
点
に
つ
い
て
述
べ
る
な
か
で
、エ
ン
ル
モ
コ
マ
フ

（
西
富
内
）を
唯
一
の
例
外
と
し
て
両
者
の
家
数
は
近
似
値
に
な
っ
て
い
る
、と
す
る
。

	

　

ま
た
、鶴
岡
明
美『
江
戸
期
実
景
図
の
研
究
』(

中
央
公
論
美
術
出
版
、二
〇
一
二
年
）の
第
五
章
第

三
節
は
、目
賀
田『
延
叙
歴
検
真
図
』(『
蝦
夷
歴
検
真
図
』）の
諸
写
本
の
比
較
を
し
て
お
り
参
考
に
な

る
。た
だ
し
函
館
本
に
は
検
討
が
及
ん
で
い
な
い
。

（
13
）『
大
日
本
古
文
書　

幕
末
外
国
関
係
文
書
』第
十
六
巻（
東
京
帝
国
大
学
、一
九
二
三
年
）二
〇
五–

二
〇
六
頁
。こ
の
史
料
に
つ
い
て
は
、秋
月
俊
幸『
日
露
関
係
と
サ
ハ
リ
ン
島
―
幕
末
明
治
初
年
の

領
土
問
題
』（
筑
摩
書
房
、一
九
九
四
年
）一
二
〇  –

一
二
一
頁
を
参
照
し
た
。

（
14
）林
昇
太
郎「
近
世
石
狩
の
鮭
漁
の
イ
メ
ー
ジ
」（『
北
海
道
・
東
北
史
研
究
会
石
狩
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
石

狩
場
所
と
ア
イ
ヌ
」集
録
』北
海
道
・
東
北
史
研
究
会
、二
〇
〇
一
年
）二
三
頁
。以
下
、も
と
の
文
章

を
引
用
し
て
お
く
。

	

こ
の
特
別
研
究
を
進
め
て
い
て
、や
っ
か
い
だ
と
思
っ
た
こ
と
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
の
対

象
と
な
る
格
好
の
画
像
に
で
あ
っ
て
も
、そ
の
作
品
の
作
者
や
年
代
が
不
明
で
あ
り
、そ
の
辺

で
曖
昧
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。も
ち
ろ
ん
絵
画
史
的
な
位
置
づ
け
な
ど
さ
れ
て
は
い
な
い
。

史
料
批
判
に
耐
え
ら
れ
な
い
わ
け
で
す
。か
と
い
っ
て
、そ
こ
で
や
め
て
し
ま
う
わ
け
に
も
い

か
な
い
。非
常
に
お
も
し
ろ
そ
う
な
作
品
は
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。絵
画
史
的
に
は
、そ
れ

ら
の
作
者
や
年
代
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
、で
き
る
だ
け
絞
り
込
ん
で
い
く
、位
置
づ
け
て
い

く
作
業
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、描
か
れ
て
い
る
内
容
を
検
討
す
る
作

業
が
有
効
と
な
り
ま
す
。矛
盾
す
る
よ
う
で
す
が
、そ
こ
か
ら
制
作
年
代
や
制
作
の
背
景
を
探

り
、作
者
な
ど
を
推
定
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
に
は
、歴
史

学
や
民
族
学
、漁
業
史
な
ど
の
立
場
か
ら
の
多
く
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
補
註
1
）本
稿
脱
稿
後
、谷
本
晃
久
氏
か
ら「
惣
番
人
」は
役
職
名
で
は
な
く「
番
人
一
同
」の
意
味
だ
ろ

う
と
の
指
摘
を
受
け
た
。確
か
に
私
は
諸
史
料
中
に「
惣
番
人
」の
肩
書
き
を
も
つ
人
物
を
見
た
こ

と
が
い
ま
だ
に
な
く
、傾
聴
す
べ
き
指
摘
だ
と
考
え
る
。

参考地図

サハリン島（樺太）

ホルムスク（真岡）

天塩

苫前
留萌

山越内

風間浦

択捉島

山田伸一　下北半島風間浦村、大石神社の「蝦夷地・場所図」はどこを描いたものか﻿
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�

What Location does the Votive Picture “Ezochi Bashozu” at 
Oishi Shrine in Kazamaura Village, Shimokita Peninsula Depict?

Shin’ichi YAMADA

�

The votive picture entitled “Ezochi Bashozu” 
located at Oishi Shrine in Kazamaura Village, 
Aomori Prefecture was drawn by Bunrei Hayasaka 
and donated by Isuke Noto in 1855. It has been 
presumed that the picture depicts a location 
somewhere on Ezochi, but exactly where it de-
picts remained an unsolved problem. This article 
compares the sketches of Norimasa Muragaki 
and Takeshiro Matsuura, while referencing the 
research results of Shotaro Hayashi, which cast 

doubt on this point, and arrived at the conclusion 
that this votive picture depicts present day 
Kholmsk, Sakhalin. It was confirmed that the do-
nator of this votive picture does not contradict 
this finding in terms of currently established facts.

Based on the results of this article, the issue 
going forward will be to broaden understanding 
of the contents of this votive picture by newly 
referencing more historical materials.

NOTES AND SUGGESTIONS

Shin’ichi YAMADA : History Studies Group, Research Division, Hokkaido Museum
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